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イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
間
題
と
歴
史
的
生
活
環
境

　
　
ー
東
京
佃
・
月
島
の
祭
礼
集
団
を
通
し
て
ー

有

末

賢

イソナーシティ問題と歴史的生活環境

輔
、
序
－
現
代
大
都
市
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
ー

二
、
東
京
都
心
・
下
町
地
区
の
変
化

三
．
都
市
祭
礼
の
内
部
構
成
の
変
化

四
、
地
域
集
団
と
地
域
社
会
関
係

五
、
佃
・
月
島
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
i

六
、
結
語
ー
都
市
の
歴
史
的
生
活
環
境
ー

一
、
序
f
現
代
大
都
市
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
ー

　
現
代
大
都
市
の
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
中
で
、
戦
後
経
済
成
長
期
以
降
の
欧
米
大
都
市
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
イ
γ
ナ
ー
シ
テ

ィ
問
題
が
、
わ
が
国
で
も
次
第
に
顕
在
化
し
て
き
た
。
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
と
は
、
早
く
か
ら
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
問
題
提
起

を
行
な
い
、
諸
都
市
の
実
態
調
査
を
実
施
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
環
境
省
の
『
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
た
め
の
政
策
』
（
一
九
七
七
年
六
月
）
に
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よ
る
と
、
以
下
の
四
つ
の
性
格
を
指
摘
し
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
「
経
済
基
盤
の
低
下
」
「
建
造
物
の
老
朽
化
」
「
社
会
問
題
」
「
少
数
民
族
」

な
ど
の
問
題
が
、
大
都
市
の
内
部
地
区
（
イ
ン
ナ
ー
エ
リ
ア
）
に
お
い
て
、
よ
り
大
規
模
か
つ
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ

（
1
）

る
。　
こ
う
し
た
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
に
対
し
て
は
、
今
ま
で
に
も
多
く
の
分
野
か
ら
、
欧
米
大
都
市
で
の
問
題
の
実
態
や
対
策
、
あ
る
い

は
わ
が
国
で
も
、
大
阪
、
神
戸
を
中
心
に
最
近
で
は
、
東
京
や
川
崎
の
実
態
や
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
ま
で
幅
広
く
展

　
　
　
　
　
　
（
2
）

開
さ
れ
て
き
て
い
る
．
し
か
し
、
都
市
経
済
学
や
地
方
行
政
、
都
市
政
策
や
都
市
計
画
の
視
点
か
ら
イ
ソ
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
を
と
ら
え
た

も
の
が
大
半
で
、
都
市
社
会
学
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
の
視
点
か
ら
問
題
を
捉
え
直
し
て
い
る
も
の
は
、
わ
ず
か
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
る
。
そ
の
中
で
川
合
隆
男
「
大
都
市
構
造
の
変
化
と
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ァ
」
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
そ
の
も
の

と
い
う
よ
り
も
、
大
都
市
内
部
地
区
に
ど
の
よ
う
な
諸
変
化
が
起
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
「
社
会
過
程
と
し
て
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ

ィ
問
題
」
と
い
う
側
面
か
ら
、
①
都
市
化
と
差
別
的
社
会
移
動
、
②
産
業
構
造
の
転
換
と
就
労
構
造
の
変
化
、
③
都
市
生
活
環
境
・
生
活

水
準
・
生
活
意
識
・
社
会
関
係
の
諸
変
化
、
④
行
政
上
の
対
応
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
い
う
四
つ
の
点
に
お
け
る
諸
変
化
を
捉
え
て
い

（
3
）る
．
そ
し
て
、
「
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
の
変
化
の
概
括
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
イ
ソ
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
は
、
②
産
業
構
造
の
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
就
労
構
造
の
変
化
を
中
心
と
し
た
、
他
の
諸
変
化
の
複
合
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
．
つ
ま
り
、
全
体
と

し
て
は
、
現
代
先
進
産
業
社
会
に
お
け
る
構
造
変
化
の
一
断
面
と
し
て
、
現
代
的
都
市
問
題
の
一
つ
の
典
型
と
し
て
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ

間
題
を
社
会
過
程
と
し
て
、
及
び
複
合
的
剥
奪
化
と
し
て
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
．
そ
こ
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
の
理
論
的
・
実
証
的
研
究
の
一
層
の
積
み
重
ね
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
際
に
は
、
身
近
か
な
生
活
変
動

や
地
域
生
活
変
化
等
を
通
じ
て
全
体
的
な
構
造
変
動
を
と
ら
え
直
す
と
い
う
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
．

　
本
稿
で
は
．
こ
の
よ
う
な
現
代
大
都
市
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
、
東
京
都
中
央
区
佃
・
月
島
地
区
の
地
域
集
団
と

歴
史
的
生
活
環
境
に
つ
い
て
、
祭
礼
集
団
な
ど
を
例
に
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
と
関
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連
さ
せ
て
、
月
島
地
域
の
地
域
集
団
や
祭
祀
組
織
の
変
化
を
追
っ
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
と
言
う
と
．
三
つ
ほ
ど
理
由
が
あ
る
．
ま
ず
、

第
一
に
は
対
象
と
し
て
い
る
地
域
が
、
巨
大
都
市
東
京
の
都
心
地
区
お
よ
び
内
部
地
区
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
．
こ
れ
は
、
共
同
研
究

と
し
て
「
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
構
造
の
変
化
」
と
い
う
研
究
課
題
の
も
と
に
、
今
ま
で
に
地
域
生
活
研
究
会
編
『
大

都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
の
変
化
』
（
歴
史
研
究
編
）
、
（
社
会
調
査
編
）
の
二
つ
の
報
告
書
を
出
し
て
お
り
、
本
稿
も
こ
の
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

研
究
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
．
月
島
地
域
は
、
高
野
岩
三
郎
等
の
「
月
島
調
査
」
（
大
正
八
年
ー
九
年
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に

当
時
は
近
代
的
工
場
労
働
者
の
町
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
．
し
か
し
、
そ
の
後
の
京
浜
工
業
地
帯
の
形
成
に
伴
っ
て
、
工
場
地
域
は
、

川
崎
、
鶴
見
付
近
へ
移
動
し
、
月
島
地
区
の
大
規
模
な
工
場
も
次
々
と
転
出
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
現
在
の
川
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

な
ど
の
抱
え
て
い
る
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
の
い
わ
ば
先
駆
け
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
象
地
域
の
歴
史
的
変
遷
が
、

イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
と
も
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
点
に
加
え
て
、
第
二
に
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
都

市
社
会
学
的
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
の
最
近
の
論
調
で
は
、

大
都
市
の
再
生
、
再
活
性
化
（
冨
く
ぎ
誌
豊
8
）
や
住
居
、
近
隣
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
碧
暮
ま
。
蝕
8
）
に
つ
い
て
の
政
策
な

　
　
　
　
　
　
（
6
）

ど
が
華
や
か
で
あ
る
．
し
か
し
、
こ
う
し
た
経
済
政
策
や
都
市
計
画
か
ら
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、
地
域
集
団
や
地
域
社
会
関
係
を
基
礎

に
し
た
都
市
社
会
学
か
ら
の
都
市
内
部
の
再
活
性
化
に
対
す
る
具
体
的
な
研
究
や
提
言
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
．
そ
し
て
、

佃
・
月
島
地
域
の
祭
礼
集
団
や
地
域
集
団
か
ら
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
を
展
望
し
て
み
よ
う
と
す
る
第
三
の
意
図
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ

ィ
・
エ
リ
ア
の
よ
り
ミ
ク
・
な
分
析
か
ら
、
特
に
東
京
の
都
心
地
区
と
下
町
地
区
と
の
か
か
わ
り
方
、
さ
ら
に
は
歴
史
的
な
生
活
環
境
を

維
持
し
て
い
く
生
活
構
造
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
．
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
次
に
東
京
都
心
及
び
下
町

地
区
の
変
化
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
ょ
う
。
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二
、
東
京
都
心
・
下
町
地
区
の
変
化

　
東
京
都
心
地
区
の
夜
間
人
口
の
減
少
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
現
象
で
あ
る
。
人
口
の
郊
外
化
（
器
菖
旨
毘
鍔
1

ぎ
昌
）
に
伴
っ
て
、
「
通
勤
地
獄
」
と
か
「
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
そ
の
頃
か
ら
で
あ

る
。
表
1
の
都
心
地
区
お
よ
び
都
心
周
辺
地
区
の
人
口
と
人
口
増
減
率
、
指
数
を
見
て
み
る
と
、
千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
の
い
わ
ゆ

る
都
心
三
区
で
は
、
人
口
減
少
の
ピ
ー
ク
は
、
昭
和
三
五
年
～
四
〇
年
で
千
代
田
、
中
央
の
両
区
で
は
、
こ
の
五
年
間
に
二
〇
％
を
超
え

る
減
少
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
都
心
地
区
で
の
減
少
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
が
、
減
少
率
で
は
、
年
々
低
下
し
て
き
て
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
．
そ
れ
に
対
し
て
、
都
心
周
辺
地
区
の
旧
区
部
（
昭
和
七
年
ま
で
の
東
京
市
一
五
区
内
）
を
見
て
い
く
と
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
台

東
区
、
墨
田
区
、
文
京
区
な
ど
で
減
少
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
人
口
指
数
で
見
て

も
、
千
代
田
区
、
中
央
区
の
四
四
・
六
、
四
八
・
二
が
最
も
低
い
が
、
そ
の
次
は
台
東
区
の
六
〇
・
○
、
墨
田
区
の
七
六
・
一
と
続
い
て

お
り
、
都
心
三
区
の
一
つ
で
あ
る
港
区
の
七
九
・
○
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
．
こ
の
よ
う
に
、
台
東
区
、
墨
田
区
と
い
う
い
わ
ぽ
下
町

地
区
に
人
口
減
少
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の
が
こ
こ
一
五
年
ぐ
ら
い
の
現
象
で
あ
る
．
こ
の
点
を
図
1
に
よ
り
、
人
口
移
動
の
転

入
率
、
転
出
率
で
見
て
い
く
と
、
東
京
都
で
は
昭
和
四
二
年
頃
を
境
に
し
て
、
転
出
率
が
転
入
率
を
上
回
っ
て
き
て
い
る
．
そ
し
て
、
昭

和
四
八
年
を
ピ
ー
ク
に
転
出
率
も
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
口
移
動
の
変
化
が
、
先
の
都
心
地
区
お
よ
び
下
町

地
区
の
人
口
減
少
の
趨
勢
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
、
つ
ま
り
転
出
人
口
の
年
齢
層
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
図
2
お
よ
び
図
3
は
、
年
齢
（
五

歳
階
級
）
別
、
男
女
別
の
人
口
構
成
図
を
、
昭
和
四
五
年
と
昭
和
五
五
年
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
3
で
は
中
央
区
の
昭
和
四
〇
年

と
昭
和
五
四
年
が
比
較
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ
ら
の
図
か
ら
一
目
で
わ
か
る
こ
と
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
突
出
し
て
い
た
二
〇
～
二
四
歳
の

年
齢
層
が
昭
和
五
五
年
で
は
、
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
．
二
五
～
二
九
歳
の
層
も
含
め
て
、
二
〇
代
の
転
出
傾
向
が
如
実
に
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　　表1　都心地区および都心周辺地区の人口と人口増減率，指数（昭和30～55年）⑦

人　　　　　口　　　　　　　　　　　（人）

昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年

千代田区 122，745 116，944 93，047 74，185 61，656 54，801

中央区 171，316 161，299 128，017 103，850 90，097 82，700

港　　区 254，592 267，024 241，539 223，978 209，492 201，257

新宿区 348，675 413，690 413，910 390，657 367，218 343，928

文京区 236，971 259，383 253，499 234，326 216，250 202，351

台東区 310，058 318，889 286，324 240，769 207，649 186，048

墨田区 305，590 331，843 317，857 281，237 250，714 232，796

江東区 277，971 351，053 359，672 355，873 355，257 362，270

人　口　増　減　率　　　　　　（％，△は減少〉 1指数
昭和30～35年 35～40年 40～45年 45～50年 50～55年 1（昭櫓謝

千代田区 △4．7 △20．4 △20．2 △16．9 △11．1 1　44．6

中央区 △5．8 △20．6 △18．8 △13．2 △8．2 1　48。2

港　　区 4．8 △9．5 △7．2 △6．5 △3．9 1　79。0

新宿区 18．6 O．1 △5．6 △6．0 △6．3 98．6

文京区 9．4 △2．2 △10．2 △7．7 △6．4 85．3

台東区 2．8 △10．2 △15．9 △13．8 △10．4 60．0

墨田区 8．5 △4．2 △11．5 △10．9 △7．1 76．1

江東区 26．2 2．4 △1．0 △0．1 2．0 1　130．3

（資料，国勢調査）

図1　東京都の転入率，転出率（昭和29～55年）
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％293031323334353637383940414243444546474849505152535455
　年
　　　　引用：総理府統計局『住民基本台帳人口移動報告年報（昭和55年）』19頁。
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　　　　　　　　　　図2年齢（5歳階級），男女別人口（昭和45年，55年）

　　　　　　　　　　　　　　昭和45年　　　　　東京都　　　　　　昭和55年

85歳以上

80～84
75～79
70～74
65～69
60～64

55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14

5～9
0～4
（歳）　8　6　4　2　0　2　4　6　　　　6　4　2　0　2　4
　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　（％）

引用：『東京都の人口』昭和55年国勢調査解説シリーズ，No．2（総理府統計局），都道府県の人口，その13，8頁。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3　年令構成図の変化（中央区）

　　　　　　　昭和40年1月1日　　　　95歳以上　　　　　　昭和54年1月1旧　　　95歳以上

男

1
1 1 女

1 1
1

1 旨
量

1 1
8 1
1 1
1 ［

1 〔

重

1 1

1
1 1
i 1

」
1 1 1 垂 巴 1 一 8 『 1 1 1 1

昭相4u牛1月1口
　　　　　　　　　　　　　　　　男 90～94

80～84

75～79

70～74

35～69

60～64

　　　　女　　　　　　　男

1　　　　　　　1

90～94

85～89

80～84

75～79

70～74

65～69

女

1 55～59 l　　l1 1
1 1 i
1

85～8

50～54

5～49
40～44

30～34

25～29

15～19

5～9

0～4

1 1
1 35～39 i 1
1 1

60－64

55－59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24

15～19

10～14

5～9

0～4

1
1 l　　　　l 1

1 20～24 I　　I 1
1 l　　　　I ii 10～14 l　　　　　　I 1
1 1 1
メ l　　　l 1

『　　　　　　　　　一　　　　一　　　　L　　　　L　　　　l　　　　　　　　　　　　　　5 』　　　　　　　5　　　　　　　巳　　　　　　　1　　　　　　　卜　　　　　　　1　　　　　　　　　　　一　　　　　　　1　　　　　　　1 I　　　　I　　　I

2018161412108642
（千人）

資料：昭和40年・54年　住民基本台帳。

0　0246810　6420　　　　　　　　　　　（千人）　（千人）

引用：『中央区の現状と課題』74頁。

6
人
　
千
4
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インナーノティ問題と歴史的生活環境

　東京都
島嗅部を除く）

図4　市区町村別老年人口の割合（昭和55年）

口12。0％以上
團10。0～11。9％

囮8、0～9．9％
囲6．0～7、9％

口6・o％未満

◎
引用：『東京都の人口』10頁。

わ
か
る
。
図
3
の
中
央
区
で
は
そ
う
し
た
傾
向
が
極
端
に
表
わ
れ
て
い
る
が
、

も
う
一
つ
注
意
す
べ
き
事
は
、
高
齢
化
の
波
で
あ
る
．
東
京
都
で
も
五
〇
代

以
上
の
年
齢
構
成
図
上
で
の
「
ふ
く
ら
み
」
が
確
認
で
き
る
が
、
中
央
区
に

お
い
て
も
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
東
京
都
の
地
域
別
で
表
わ
し
た
の
が
、

図
4
の
市
区
町
村
別
老
年
人
口
の
割
合
（
昭
和
五
五
年
）
で
あ
る
。
老
年
人
口

（
六
五
歳
以
上
人
口
）
比
率
が
一
二
・
○
％
以
上
の
区
部
は
、
中
央
区
（
コ
ニ
．

三
落
）
、
千
代
田
区
（
一
三
・
二
％
）
、
台
東
区
（
一
二
．
一
％
）
で
、
こ
の
数

値
は
、
区
部
平
均
（
八
・
二
％
）
、
都
平
均
（
七
・
七
％
）
、
全
国
平
均
（
九
．

O
％
）
を
い
ず
れ
も
上
回
っ
て
お
り
、
檜
原
村
（
一
五
．
五
％
）
の
い
わ
ば
過

疎
の
村
に
近
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
図
4
の
区
部
を
見
て
い
く
と
一
〇
・

○
％
～
一
一
・
九
％
の
範
囲
に
、
文
京
区
と
港
区
が
入
っ
て
い
て
、
丁
度
イ

ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
る
の
が
読
み
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
京
の
都
心
お
よ
び
下
町
地
区
は
若
年
層
の
転
出
と
老
年

人
口
の
増
大
と
い
う
人
口
構
成
の
面
か
ら
も
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
を

提
示
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
今
、
こ
こ
で
は
人
ロ
デ
ー
タ
の
一
部

だ
け
を
使
っ
て
こ
の
よ
う
な
実
態
の
一
端
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
中
林

一
樹
「
大
都
市
の
内
部
市
街
地
に
関
す
る
研
究
ω
1
東
京
の
都
心
周
辺
高
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

市
街
地
の
現
状
に
関
す
る
資
料
ー
」
で
は
、
前
に
も
述
べ
た
欧
米
諸
国
の
大

都
市
．
工
業
都
市
で
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
A
地
域
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表2　東京区部のインナーシティ的状況

千中　　新文台墨江品目大世渋中杉豊　　荒板練足葛婆
代　　港　　　　　　　　　　　田　　　　　　北　　　　　　　F
田央　　宿京東田東川黒田谷谷野並島　　川橋馬立飾川

A
地
域
社
会
の
衰
微

対ピーク夜間人口比

普通世帯増減率

対ピーク昼間人口比

65才以上人口比

65才以上人口比増減率

高齢者のみの世帯比

5年以上居住世帯比蝦

5年以上居住世帯比増減率疑

δσ△　△
，△：・

，×・ll×　×

bo△　　△
×　×　×

OO△　　△
×　×：　　△

○○△　　△

一
〇
△
△
○
△
△
△

『
△
△
○
△
△

×　　　　　　　　　　　　　　；X×X　　×

×△　　　△　0σ○：△i　　△
　　　　　×　　　：△Oi　　x　×
×　　　××　　　　　　　　1×××××
　　　　　　　　…
△×　×△×
×
　
　 △　　△○○○：△

　　　　△　　　　　　　，×

△×iO△○…△△×△×

　　　　　X××××

　　　　　△×　×　×　×

B
経
済
の
停
滞

従業者増減率（全産業）

同上　（製造業）

同上（卸小売業）

完全失業者率

地価上昇率（公示地価平均）

宅地あたり着工建物面積比

着工建物の事務所・店舗比

商品販売額の伸びの低下

製造品出荷額の伸びの低下

　　X　×
X　　　　　×

△○　　×　　○

××　　○×△
○○△’△　　○

×　×　×

××　×

×△　　　×

×　　　×　×　×

δ
○
O

i
O
△

　　　　　　3胴　＝　　　　　　　　”一－

会△△会x姜ii×△

…△　　i××ii　　、△

　　　i×△△．△△
×：△　　i×　　　　△…

　　△『△＝○　　σ○　　△

△　△△．○　，△”○
△　　　×　　　　×　　　　△

○　　△△△△○
”

×1△’○一
〇
△
○
△
○
△
△

　X

　×

×××

　×　　　　　×

△O△△△
△△　　O△

X　　　×××

C
市
街
地
環
境
の
衰
微

宅地あたり人口密度

宅地あたレ）容積率

30m2未満狭小住宅比

1時間未満日照の住宅比

最低居住水準未満世帯比

老朽住宅取1960年以前）

設備共同木造アパート世帯比

空　家率
50m8未満の土地所有者比

非持家率

×・　　△△○△・　　　　　　△△

O△△△△△△・　　　　　×△
×一×、×△　　　×△△△　　△△
○OX，’△○△　　　　　　×　　　×
　　　　　△○△　　　△　　×　　×
△○　　　・△△△×

××i×，　　　　　△　△　△△
O△，　×　　××　△x
△’○　　　△△△　×　×　　×
××i　△　　×　…△　△　△△○△

一
△
△
○
△
○
△
○

○
△
△
△
○

二
△
△
△
○
△
△

　×　×××

　　×
　×　×

　　○○△
×××××

　　　△
　×
△

D
社
会
病
理
的
状
況

生活保護世帯率

不良行為少年補導率

暴力的犯罪発生率

結核登録者比

外国人構成比

×　X
△　　　○：×

　△　　○：

△　　　×．：×

△×○△…△

石
△
1
0
0
△

△l　　　　i囎i
；×　　×…1××：△

△1菱△×××i△…×iOi

×××△××1△言××1×1×

謄

△
△

二
△
○
△
〇
一

△　　O

××　×××

　　　　×
　×△△×

××△X×
（注）各指標について，負の側面の大なるものから，○，△，で示している・×は正の側面の大なもの。

　　※は，新住民の多い（5年以上居住世帯が少ない）場合を○て赤している。

表3　東京区部のインナーシティ的特性

千中　　新文台墨江品目大世渋中杉豊　　荒板練足葛些
代　　港　　　　　　　　　　　田　　　　　　北　　　　　　　月
田央　　宿京東田東川黒田谷谷野並島　　川橋馬立飾川

A　地域社会の衰微
B　経　済　の　停　滞
C　市街地環境の衰微

D　社会病理的状況

○○△△○◎◎　△△△　△△△OOO　××　×
×　××　△◎○△△O　　　O　△○◎　　　　△
△OxOOOO　△　△×△△×◎◎O　××　×
△△△O　◎○×△△　×0　×00◎△　△△×

Eインナーシティ的状況 ・△　　・・◎◎　△・△　　・△　OO◎　×　　　×

衰退的状況の大なるものより，◎，○，△，・，　，Xである。
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社
会
の
衰
微
、
B
経
済
の
停
滞
、
C
市
街
地
環
境
の
衰
微
、
D
社
会
病
理
状
況
の
集
積
の
四
項
目
に
つ
い
て
、
3
2
の
デ
ー
タ
か
ら
、
詳
細

に
分
析
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
引
用
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
が
、
中
林
が
ま
と
め
た
東
京
区
部
の
イ
ン
ナ
ー

シ
テ
ィ
的
状
況
の
図
表
を
こ
こ
に
提
示
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
表
2
は
、
各
項
目
を
五
段
階
に
区
分
し
た
う
ち
、
最
も
問
題
性
の
高
い
地
域

が
○
印
、
次
が
△
印
で
示
し
て
あ
る
。
実
線
枠
お
よ
び
破
線
枠
は
、
各
項
目
に
五
～
一
点
の
得
点
を
与
え
て
、
そ
の
合
計
値
か
ら
、
よ
り

問
題
性
が
高
い
（
実
線
）
、
次
い
で
問
題
性
が
高
い
地
域
（
破
線
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
A
～
D
ま
で
の
項
目
ご
と
の
状
況

を
地
図
に
示
し
た
も
の
が
図
5
の
図
A
か
ら
図
D
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
図
A
～
図
D
の
評
点
の
単
純
加
算
に
よ
り
、
東
京
区
部
で
の
イ
ン

ナ
ー
シ
テ
ィ
的
特
性
を
み
た
の
が
表
3
で
あ
り
、
そ
れ
を
図
で
示
し
た
の
が
、
図
5
の
中
の
図
E
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
見
る
と
、
最
も
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
を
示
す
の
が
、
荒
川
・
台
東
・
墨
田
区
、
次
い
で
豊
島
・
北
区
、
中
野
・
品
川
・
中

央
・
大
田
区
と
な
る
。
こ
の
上
位
三
区
は
、
い
ず
れ
も
下
町
旧
来
の
都
市
型
消
費
財
産
業
に
特
化
し
た
都
心
周
辺
高
密
市
街
地
で
あ
る
．

ま
た
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
う
し
た
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
の
著
し
い
地
域
は
、
都
心
を
囲
む
地
域
、
つ
ま
り
、
都
市
周

辺
高
密
市
街
地
で
、
小
規
模
製
造
業
（
自
営
工
業
）
の
集
中
し
た
住
工
混
在
地
区
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
さ
ら
に
、
イ
ン
ナ
ー
コ

ア
と
い
わ
れ
て
き
た
都
心
区
（
千
代
田
・
中
央
．
港
）
は
、
都
心
周
辺
高
密
市
街
地
よ
り
も
全
般
的
に
は
良
好
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。

　
中
林
は
、
以
上
の
よ
う
に
東
京
区
部
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
を
概
観
し
て
、
六
項
目
の
小
括
を
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
現
状

分
析
に
あ
た
る
二
点
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
「
ω
東
京
に
お
け
る
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
は
、
川
崎
市
川
崎
区
、
横
浜
市
鶴
見
区
、
尼
崎

市
、
神
戸
市
長
田
区
な
ど
と
同
様
、
製
造
業
の
集
積
し
た
住
工
混
在
地
域
で
あ
る
都
心
周
辺
高
密
市
街
地
（
荒
川
・
台
東
．
墨
田
区
）
に
お

い
て
よ
り
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
．
ω
都
心
部
の
う
ち
、
下
町
的
特
性
を
有
す
る
一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
全
般
的
に
は
、
東
京
の
都
心
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

は
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
」
中
林
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
は
、
本
来
、
区

と
い
う
広
大
な
地
域
単
位
で
は
な
く
、
町
丁
目
相
当
の
小
地
域
単
位
で
検
討
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
多
面
的
な
統
計
資
料
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の
収
集
か
ら
、
都
心
地
区
と
下
町
地
区
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
が
あ
る
程
度
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
中
林
が
「
千
代
田
・
中
央
区
は
、
夜
間
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
定
住
人
口
の
流
出
・
卸
小
売
業
の
伸
び
悩
み
・
地
価
上
昇
率

の
相
対
的
低
さ
・
市
街
地
の
高
容
積
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
劣
悪
な
居
住
環
境
・
空
家
化
・
宅
地
の
既
細
分
化
と
い
う
負
の
状
況
と
と
も

に
、
昼
間
人
口
の
伸
び
・
定
住
人
口
の
結
束
し
た
同
質
的
地
域
社
会
・
業
務
商
業
の
伸
び
と
建
築
投
資
の
相
対
的
集
中
・
老
朽
住
宅
と
は

い
え
一
定
規
模
の
持
家
住
宅
・
生
活
保
護
世
帯
、
低
所
得
世
帯
の
少
な
さ
な
ど
、
正
の
側
面
と
し
て
評
価
さ
れ
う
る
状
況
を
も
併
せ
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
」
と
概
観
し
て
い
る
中
央
区
の
中
で
、
「
都
心
部
の
う
ち
、
下
町
的
特
性
を
有
す
る
一
部
の
地
域
」
に
入
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
佃
・
月
島
地
区
の
地
域
特
性
と
祭
礼
集
団
の
変
化
に
つ
い
て
次
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
．

三
、
都
市
祭
礼
の
内
部
構
成
の
変
化

インナーシティ問題と歴史的生活環境

　
東
京
都
中
央
区
佃
・
月
島
地
区
の
う
ち
、
次
の
五
地
区
を
対
象
と
し
て
、
昭
和
五
五
年
一
二
月
に
「
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地

域
生
活
構
造
の
変
化
」
と
い
う
課
題
で
行
な
っ
た
社
会
調
査
（
S
R
M
調
査
）
に
よ
っ
て
、
前
述
し
た
町
丁
目
相
当
の
小
地
域
単
位
で
の

地
域
生
活
構
造
と
そ
の
変
化
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
調
査
対
象
地
域
の
形
成
や
特
性
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
一
、
佃
一
丁
目
（
江
戸
時
代
に
形
成
さ
れ
、
漁
業
関
係
者
が
多
く
、
住
居
の
所
有
形
態
に
お
い
て
も
自
己
所
有
の
比
率
の
高
い
町
）

　
　
二
、
佃
二
丁
目
（
工
場
街
・
労
働
者
街
か
ら
工
場
転
出
等
に
よ
っ
て
都
心
部
住
居
地
区
・
施
設
地
区
へ
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
地
区
）

　
　
三
、
月
島
三
丁
目
（
日
用
品
を
中
心
に
し
た
仲
通
り
商
店
街
が
あ
り
老
朽
密
集
住
居
の
多
い
地
区
で
あ
る
が
、
中
高
層
住
居
が
増
え
再
開
発
が
模
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
地
域
）

　
　
四
、
勝
ど
き
一
丁
目
（
大
正
一
二
年
の
市
営
住
宅
を
初
め
公
営
住
宅
が
多
く
、
老
齢
者
の
比
率
も
か
な
り
高
い
地
区
）

　
　
五
、
晴
海
一
丁
目
（
主
に
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
公
営
住
宅
団
地
か
ら
な
り
、
相
対
し
て
居
住
者
の
年
齢
層
も
若
い
地
区
）

　
国
勢
調
査
に
よ
る
昭
和
五
〇
年
と
昭
和
五
五
年
の
男
女
別
・
年
齢
別
人
口
構
成
を
図
6
に
示
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
二
〇

代
以
下
の
若
年
層
の
急
激
な
転
出
と
高
齢
化
の
波
が
は
っ
き
り
表
わ
れ
て
い
る
．
六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
比
率
で
は
、
勝
ど
き
一
丁
目
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　　　　　　　　　　　　　表4　地域別社会構成の類型

ω
土
着
・
来
住
別
に
よ
る
地
域
類
型

土着’来住及び来住時矧し　地　域 匪齢・学歴等 地　域　社　会　特　性

隻

土着』土着　

　　レ戦前期

佃1丁目

月島3丁目
勝どき1丁目

・老年人口高い

・学歴低い

・自民党支持

・定住志向

・愛着感・高

・社会関係

来　住　・

、昭和40年以後

佃2丁目

晴海1丁目

・20代，30代が多い

・学歴高い

・支持政党なし

・定住志向

・愛着感

・社会関係

低

働
持
家
率
に
よ
る
地
域
類
型

持家及び居住形態 地　　域 家族類型 職業・階層の特性

持家・…・　　……・…

持家と持家以外半々

佃1丁目

月島3丁目
・直系家族多い

・経営者・役員多い
・高額所得
・階層帰属高い

持家以外

’都営住宅

公社・公団

アパート・下

宿・寮など

勝どき1丁目

晴海1丁目

佃2丁目

｛夫婦家族・単身

世帯多い

・技能・労務職（勝どき1）

・事務職（佃2・晴海1）

・常時顧用の従業者多い

｛：灘鵠、

一
七
・
一
％
、
佃
一
丁
目
一
五
・
三
劣
と
い
ず
れ
も
中
央
区
の

一
三
・
三
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
が

進
ん
で
い
る
地
域
と
言
え
そ
う
で
あ
る
．
ま
た
昭
和
五
〇
年
か

ら
昭
和
五
五
年
の
間
の
変
化
を
見
る
と
、
特
に
二
〇
歳
台
の
減

少
傾
向
が
顕
著
で
、
男
子
で
佃
二
丁
目
二
三
・
二
％
↓
一
四
・

六
％
、
勝
ど
き
一
丁
目
二
〇
・
○
％
↓
一
三
・
一
％
の
よ
う
に

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
行
な
っ
た
S
R
M
調
査
の
結
果
で
あ

る
が
、
詳
細
は
前
掲
の
報
告
書
く
社
会
調
査
編
∀
に
譲
る
と
し

て
、
地
域
類
型
に
基
づ
く
各
地
域
の
社
会
構
成
を
表
4
に
ま
と

め
て
み
た
．
表
4
で
は
，
地
域
別
の
集
計
リ
ス
ト
か
ら
、
第
一

に
土
着
・
来
住
別
の
割
合
と
来
住
時
期
に
よ
る
五
地
域
の
類
型

化
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
着
者
の
割
合
が
五

五
・
九
％
と
高
い
佃
一
丁
目
、
そ
れ
に
土
着
者
の
割
合
は
二

四
・
二
％
、
二
二
・
五
％
と
そ
れ
程
高
く
は
な
い
月
島
三
丁
目
、

勝
ど
き
一
丁
目
で
も
来
住
時
期
や
家
の
居
住
歴
が
戦
前
期
に
多

い
な
ど
か
ら
見
て
、
比
較
的
土
着
性
の
高
い
地
域
の
グ
ル
ー
プ

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
来
住
者
が
八
割
以
上

で
し
か
も
来
住
時
期
も
昭
和
三
〇
年
以
降
が
大
部
分
で
あ
る
佃
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二
丁
目
と
晴
海
一
丁
目
は
別
の
地
域
特
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
第
二
の
持
家
率
に
よ
る
地
域
類
型

で
は
、
持
家
が
七
割
を
占
め
る
佃
一
丁
目
、
持
家
と
持
家
以
外
が
半
々
に
な
っ
て
い
る
月
島
三
丁
目
、
そ
し
て
持
家
以
外
が
ほ
ぽ
大
半
と

言
え
る
佃
二
丁
目
、
勝
ど
き
一
丁
目
、
晴
海
一
丁
目
と
い
う
分
布
で
あ
る
。
さ
ら
に
居
住
形
態
で
分
類
し
て
み
る
と
、
持
家
以
外
の
方
で

は
、
都
営
住
宅
（
大
正
一
〇
年
に
東
京
市
営
月
島
住
宅
と
し
て
入
居
が
始
ま
っ
て
い
る
）
が
六
六
・
四
％
の
勝
ど
き
一
丁
目
、
公
社
・
公
団
の
住

宅
が
六
二
・
八
％
の
晴
海
一
丁
目
、
そ
し
て
民
営
の
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
寮
、
下
宿
な
ど
が
大
半
の
佃
二
丁
目
、
と
い
う
よ
う
に

各
地
区
の
地
域
特
性
が
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
．
こ
の
よ
う
に
．
土
着
・
来
住
別
に
よ
る
地
域
類
型
と
持
家
率
に
よ
る
地
域
類

型
は
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
そ
こ
に
あ
て
は
め
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
．
結
果
的
に
は
勝
ど
き
一
丁
目
を
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー

プ
に
入
れ
る
か
の
違
い
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
都
市
内
部
の
地
域
特
性
を
考
え
て
い
く
上
で
重
要
な
居
住
歴

と
居
住
形
態
（
所
有
形
態
）
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
を
析
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
．

　
次
に
、
こ
の
よ
う
な
佃
・
月
島
地
域
に
お
い
て
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
と
下
町
的
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
る
佃
一
丁
目
の
住
吉
神

社
の
祭
礼
と
祭
礼
集
団
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
．
筆
者
は
、
昭
和
五
五
年
の
佃
住
吉
神
社
大
祭
（
佃
祭
り
）
を
調
査
し
た
「
都
市
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

礼
の
重
層
的
構
造
ー
佃
・
月
島
の
祭
祀
組
織
の
事
例
研
究
ー
」
に
お
い
て
、
都
市
祭
礼
の
過
程
と
構
造
を
祭
祀
組
織
の
重
層
性
に
視
点
を

置
き
な
が
ら
地
域
社
会
構
造
の
一
つ
の
反
映
と
し
て
と
ら
え
て
み
た
。
つ
ま
り
、
祭
礼
が
内
部
（
佃
）
と
外
部
（
月
島
）
と
い
う
関
係
を

持
っ
た
重
層
的
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
居
住
歴
や
居
住
形
態
と
深
く
か
か
わ
り
な
が
ら
、
二
重
の
意
味
で
重
層
的
で
あ
る
と
言
え

る
。
地
域
住
民
組
織
の
一
つ
で
あ
る
祭
祀
組
織
は
、
祭
礼
と
い
う
場
を
通
し
て
、
内
部
と
外
部
と
い
う
構
造
の
一
断
面
を
表
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
一
方
で
は
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
祭
礼
行
事
の
場
面
の
中
で
、
一
体
感
を
味
わ
っ
て
い
く
と
い
う
動
態

的
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
佃
一
丁
目
の
祭
祀
組
織
で
あ
る
住
吉
講
は
、
原
則
と
し
て
佃
島
の
居
住
者
・
出
身
者
を
お
も
な
成
員
と
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
か
し
　
　
　
　
　
　
む
か
え

縁
性
を
原
理
と
し
た
祭
祀
組
織
で
あ
る
．
佃
一
丁
目
町
内
に
は
一
部
（
上
町
）
、
二
部
（
下
町
）
、
三
部
（
東
町
ま
た
は
向
町
〉
と
い
う
町
組
が
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　　　　　　　　　　　　　表5　祭礼の内部構造と外部構造

佃　島（内部構造） 月島地区（外部構造）

祭祀組織 住　　吉　　講 睦会　（町内会）

祭礼行事 年齢組／町組／年番町 町内会・子供会・婦人会・P．T．A。

祭礼シンボル 大幟り・獅子頭・揃いの浴衣・宮神輿 町内神輿・本社神輿

（人，（　）内％）表6　佃住吉講構成員の変化

外部居住者の割合（全体） 若衆の中での外部居住者の割合

昭和52年 昭和55年 昭和58年 昭和52年 昭和55年 昭和58年

一　部 26（28，3） 30（31．3） 29（31．9） 12（27．3） 14（29．2） 12（28．6）

二　部 28（20．9） 35（25．4） 36（26．1） 17（25．4） 22（32．8） 19（31．1）

三　部 56（41．8） 70（52．2） 82（59、0） 31（45．6） 42（64．6） 5Q（7L4〉

計 110（30．6） 135（36．7） 147（39．9） 60（33．5） 78（43．3） 81（46．8）

（％，（　）内実数）表7　住吉講講員調査回収率（昭和58年8月実施）

一　部 二　部 三　部 合　計 世話人 大若衆 若　衆

調査票回収率 76．9（70） 26．8（37） 27．3（38） 39．4（1妬） 38．8（50） 25．8（17） 45．1（78）

講員数（昭和58年6月現在） 91人 138人 139人 368人 129人 66人 173人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
い
し

あ
り
、
さ
ら
に
住
吉
講
へ
の
入
講
は
若
衆
か
ら
で
、
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
わ
か
い
し

に
一
度
の
大
祭
を
七
～
八
回
経
験
し
て
か
ら
大
若
衆
に
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
わ
　
に
ん

が
っ
て
い
き
．
そ
し
て
最
後
に
世
話
人
へ
と
進
ん
で
い
く
．

こ
の
よ
う
な
年
齢
組
と
町
組
の
二
つ
の
軸
を
基
礎
に
、
講

の
役
員
と
し
て
講
元
、
副
講
元
、
各
部
部
長
な
ど
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
住
吉
講
に
お
い
て
特
徴
的

な
事
は
、
佃
島
、
さ
ら
に
は
、
一
部
、
二
部
、
三
部
と
い

う
各
町
組
に
対
す
る
地
縁
性
の
重
視
と
、
世
話
人
、
大
若

衆
、
若
衆
と
い
う
、
い
わ
ば
「
町
内
社
会
の
年
齢
階
梯
秩

序
」
の
重
視
と
い
う
点
で
あ
る
．
こ
れ
に
対
し
て
、
町
内

　
　
　
　
　
　
　
む
つ
み

会
を
基
礎
と
す
る
睦
会
を
祭
祀
組
織
と
し
て
い
る
月
島
地

区
の
祭
礼
で
は
、
祭
礼
行
事
の
上
で
も
、
町
内
全
体
の

「
親
睦
」
や
「
統
合
」
の
方
が
比
重
が
重
く
な
り
、
女
性

や
子
供
も
含
め
た
皆
で
楽
し
む
祭
り
の
要
素
が
強
く
な
っ

て
く
る
．
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
祭
礼
行
事
に
お
け
る
参

加
階
層
や
祭
礼
の
シ
ン
ボ
ル
に
お
い
て
も
、
内
部
構
造
と

外
部
構
造
の
間
に
は
、
表
5
の
よ
う
な
対
照
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
都
市
祭
礼
を
支
え
て
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い
る
佃
住
吉
講
の
組
織
と
活
動
に
も
、
次
第
に
大
都
市
構
造
の
変
化
の
波
が
押
し
よ
せ
て
き
て
い
る
。
表
6
に
示
し
た
の
は
、
住
吉
講
講

員
の
住
所
か
ら
佃
一
丁
目
以
外
の
居
住
者
を
数
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
年
に
一
度
の
大
祭
ご
と
に
、
少
し
ず
つ
外
部
居
住
者
の
割
合
が

増
え
て
き
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
見
て
も
、
昭
和
五
八
年
で
は
，
約
四
割
の
人
が
佃
一
丁
目
以
外
の
居
住
者
で
あ
り
、
若
衆
の
中
だ
け

で
見
る
と
、
ほ
ぽ
半
数
に
近
い
者
が
外
部
居
住
者
で
あ
る
．
特
に
、
三
部
が
高
く
な
っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
が
、
先
に
見
た
佃
一
丁

目
居
住
者
の
高
齢
化
と
い
う
点
と
も
関
係
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
町
内
社
会
の
年
齢
階
梯
秩
序
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
か
ら
、
釣
り
鐘
型
へ
と
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
．
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
衆
と
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
部
分
は
、

祭
礼
集
団
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
部
分
が
外
部
居
住
者
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
の
中
で
大
都
市
内
部
の
地
縁
的
集
団
で
あ
る
住
吉
講
と
い
う
祭
礼
集
団
は
、
ど
の
よ
う
な
形

で
伝
統
と
変
化
を
組
み
入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
伝
統
と
変
化
を
支
え
て
い
る
祭
礼
集
団
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
、
昭
和
五
五
年
当

時
よ
り
、
さ
ら
に
詳
し
い
調
査
を
意
図
し
て
昭
和
五
八
年
の
大
祭
の
時
に
、
住
吉
講
講
員
調
査
を
実
施
し
た
。
回
収
率
は
表
7
に
示
し
た

よ
う
に
か
な
り
悪
く
、
部
ご
と
の
ぽ
ら
つ
き
も
あ
る
が
、
し
か
し
あ
る
程
度
の
集
団
構
成
や
祭
礼
へ
の
取
り
組
み
方
が
見
え
て
き
た
の
で

あ
る
．
ま
ず
第
一
に
祭
礼
集
団
の
地
縁
性
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
図
7
は
、
住
吉
講
へ
の
入
講
の
き
っ
か
け
を
聞
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
「
生
ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ
と
佃
一
丁
目
に
住
ん
で
い
る
か
ら
」
と
い
う
答
え
は
、
全
体
で
も
四
五
・
八
％
と
半
分
を
割
っ
て
い

る
．
し
か
し
、
「
現
在
の
住
居
は
佃
一
丁
目
以
外
で
あ
る
が
、
佃
島
出
身
者
で
あ
る
か
ら
」
と
「
親
族
・
親
類
が
佃
島
出
身
者
で
あ
っ
た

か
ら
」
を
加
え
る
と
、
八
割
近
い
値
に
の
ぽ
る
。
ま
た
「
講
員
の
友
人
・
知
人
か
ら
誘
わ
れ
て
」
と
い
う
答
え
も
三
部
や
一
部
で
は
あ
る

程
度
の
割
合
を
占
め
て
い
る
．
「
そ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
友
人
か
」
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
「
地
域
の
友
人
」
四
四
％
、
「
職

場
の
友
人
」
四
〇
％
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
．
こ
れ
を
見
る
と
、
佃
一
丁
目
居
住
者
は
減
っ
て
い
て
も
、
地
縁
、
血
縁
を
核
と
し
た
祭
礼

集
団
の
構
成
は
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
「
佃
島
に
も
住
吉
神
社
に
も
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
お
祭
り
が
好
き
な
た
め
」
と
い
う

入
講
の
き
っ
か
け
は
、
わ
ず
か
四
人
（
二
・
八
％
）
し
か
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
表
6
で
見
た
よ
う
に
、
佃
一
丁
目
以
外
の
外
部
居
住
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者
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
、
図
8
で
示
し
た
よ
う
に
、
佃
一
丁
目
以
外
の
居
住
者
が
半
数
に
近
い
人
数
に
ま
で
の
ぼ
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
外
部
居
住
者
に
「
佃
島
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
」
と
い
う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
居
住
し
た
こ
と
が
な

い
」
つ
ま
り
非
出
身
者
が
四
二
・
二
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
以
前
佃
島
に
住
ん
で
い
た
人
の
他
出
時
期
で
は
昭
和
四
一
年
～
五
〇
年
が
二

八
・
一
％
で
最
も
多
く
、
ほ
ぼ
最
近
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に
、
か
な
り
の
人
が
佃
島
を
出
て
、
し
か
も
な
お
、
お
祭
り
に
は
も
ど
っ
て
き
て
、

住
吉
講
で
祭
り
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
住
吉
講
講
員
の
地
域
社
会
の
中
で
の
社
会
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
．
「
講
員
の
中
に
、
親
族
・
親
類
の
方
、
学
校
時
代

の
友
人
、
職
場
の
友
人
は
何
人
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
．
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
の
各
町
組
別
の
集
計
が
図
9
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
「
な
し
」
と
い
う
答
も
一
部
で
は
か
な
り
多
い
が
、
「
六
～
九
人
」
そ
し
て
「
一
〇
人
以
上
」
と
い
う
答
も
二
〇
％
前
後

に
達
し
て
い
る
。
特
に
三
部
で
は
、
親
族
・
親
類
、
学
校
時
代
の
友
人
、
職
場
の
友
人
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
他
の
部
よ
り
多
く
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
前
述
の
「
入
講
の
き
っ
か
け
」
や
「
居
住
地
」
に
お
い
て
佃
島
以
外
の
居
住
者
が
多
か
っ
た
三
部
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
外
部
居
住
者
が
佃
一
丁
目
の
講
員
と
密
接
な
社
会
関
係
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
ま
た
、

「
職
場
の
友
人
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
あ
な
た
は
、
魚
河
岸
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
「
経

験
あ
り
」
が
一
部
五
一
・
四
％
、
二
部
三
六
・
一
％
、
三
部
四
〇
・
○
％
、
全
体
四
四
・
七
％
と
半
数
に
近
い
数
値
に
の
ぼ
っ
て
い
る
点

も
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
縁
、
血
縁
に
魚
河
岸
勤
務
と
い
う
よ
う
な
職
縁
も
加
え
て
、
大
都
市
内
部
の
イ
ン
ナ
！
シ
テ
ィ
的
状
況
に
対
抗
し
て

い
る
佃
祭
り
の
内
部
構
成
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
佃
祭
り
の
象
徴
と
し
て
あ
な
た
が
一
番
誇
り
と
し
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か
。
」
と
い

う
質
問
に
対
す
る
回
答
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
が
図
1
0
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
、
世
話
人
、
大
若
衆
、
若
衆
と
い
う
年
齢
組
別
に
集
計
し

　
　
　
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
み
た
が
、
若
衆
に
よ
る
「
獅
子
頭
」
、
大
若
衆
の
「
大
幟
り
」
、
世
話
人
の
「
宮
神
輿
」
と
い
う
よ
う
な
祭
礼
行
事
の
役
割
分
担
や
世
代

の
差
も
現
れ
て
い
る
．
獅
子
頭
や
宮
神
輿
の
宮
出
し
の
よ
う
な
華
や
か
な
祭
り
の
見
せ
場
だ
け
で
な
く
、
大
幟
り
の
準
備
作
業
の
よ
う
な
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（A）
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／
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悶
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而
劇

⑩
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⑨
手

⑧
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⑦
富

⑥
町

⑤
神
4
富

④
御

③
館

②
輸

①
杳

『

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

体
人
衆
衆

　
話
若
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

全
世
大
若

ー
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

，
，
　
　
齢

【

霧翻ーー

7
　
　
－
ー
　
　
　
r
』
　
　
　
　
ー

噂

肱

一
　
『
　
一
　
『
　
強

％
如
　
　
3
・
　
　
2
・
　
　
m
　
　
濫 宵
宮
の
行
事

唄
目

獅
子
頭

宮
出
し
・
巡
行

呂
神
輿

呂
出
し
・
巡
行

宮
神
輿

御
旅
所
渡
御

神
事
（
神
霊
移
し

小
休
祭
）

町
内
神
輿
巡
行

呂
神
輿
神
社
納
め

大
幟
り
と
獅
子
庭

手
古
舞
と

　
佃
ば
や
し

そ
の
他
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地
味
な
活
動
に
こ
そ
、
住
吉
講
の
伝
統
と
歴
史
的
生
活
環
境
が
に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
、
地
域
集
団
と
地
域
社
会
関
係

　
月
島
地
区
の
地
域
別
社
会
構
成
と
都
市
祭
礼
集
団
の
一
つ
で
あ
る
佃
住
吉
講
の
講
員
調
査
か
ら
内
部
構
成
の
伝
統
と
変
化
に
つ
い
て
見

て
き
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
地
域
集
団
と
地
域
社
会
関
係
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
佃
・
月
島
地
区
の
歴
史
的
生
活
環
境
に
つ
い
て

考
察
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
．
地
縁
性
、
血
縁
性
の
相
対
的
な
低
下
の
中
に
あ
っ
て
、
地
域
集
団
や
地
域
社
会
関
係
は
、
生
活
環
境
と

社
会
参
加
の
あ
る
側
面
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
前
述
の
S
R
M
調
査
で
は
、
世
帯
ご
と
の
加
入
団
体
、
参
加
・
出
席
団
体
、

役
員
経
験
団
体
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
く
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
地
域
ご
と
に
団
体
加
入
率
（
複
数
回
答
）
の
高
い
順
に
三
位
ま

で
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
一
、
佃
一
丁
目
①
町
内
会
・
自
治
会
（
三
八
・
二
％
）
、
②
P
・
T
・
A
、
父
母
会
（
二
〇
・
六
％
）
、
③
神
社
の
氏
子
集
団
（
一
九
二
％
）

　
　
二
、
佃
二
丁
目
　
①
町
内
会
・
自
治
会
（
二
六
・
五
％
）
．
②
P
・
T
・
A
、
父
母
会
（
一
五
・
三
％
）
、
③
同
窓
会
（
二
二
・
三
％
）

　
　
三
、
月
島
三
丁
目
　
①
町
内
会
・
自
治
会
（
三
四
・
九
％
）
②
P
・
T
・
A
、
父
母
会
（
一
六
・
三
％
）
、
③
同
業
者
組
合
（
一
五
・
八
％
）

　
　
四
、
勝
ど
き
一
丁
目
　
①
町
内
会
・
自
治
会
（
五
一
・
七
％
）
、
②
P
・
T
・
A
．
父
母
会
（
一
八
・
○
％
）
、
③
老
人
ク
ラ
ブ
（
一
三
・
五
％
）

　
　
五
、
晴
海
一
丁
目
　
①
町
内
会
・
自
治
会
（
四
四
・
五
％
）
、
②
P
・
T
・
A
、
父
母
会
（
二
四
・
八
％
）
、
③
同
窓
会
（
二
一
二
一
％
）

　
こ
の
順
位
を
見
て
い
く
と
、
二
つ
の
特
徴
的
な
こ
と
に
気
が
つ
く
．
ま
ず
第
一
に
、
ど
の
地
区
で
も
一
位
町
内
会
・
自
治
会
、
二
位

P
・
T
・
A
、
父
母
会
の
順
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
入
率
の
％
で
は
地
区
ご
と
に
多
少
の
差
が
出
て
い
る
が
、
地
区
内

の
順
位
で
見
る
と
き
れ
い
に
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
第
二
点
は
三
位
に
つ
い
て
い
る
団
体
は
地
区
ご
と
に
異
な
っ
て
お

り
、
そ
こ
に
は
ま
た
地
域
特
性
が
は
っ
ぎ
り
と
表
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
佃
一
丁
目
の
神
社
の
氏
子
集
団
、
月
島
三

丁
目
の
同
業
者
組
合
、
勝
ど
き
一
丁
目
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
佃
二
丁
目
と
晴
海
一
丁
目
の
同
窓
会
と
い
う
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
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表
4
で
示
し
た
土
着
・
来
住
別
に
よ
る
地
域
類
型
や
持
家
率
に
よ
る
地
域
類
型
と
重
な
り
合
う
も
の
で
、
土
着
的
、
地
縁
的
、
宗
教
的
結

合
の
強
い
佃
一
丁
目
、
西
仲
通
商
店
街
を
擁
す
る
月
島
三
丁
目
、
老
年
人
口
比
率
の
最
も
高
い
勝
ど
き
一
丁
目
、
地
域
社
会
へ
の
定
住
志

向
が
低
い
佃
二
丁
目
と
晴
海
一
丁
目
と
い
う
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．

　
団
体
加
入
率
に
お
い
て
も
一
位
で
、
地
域
集
団
、
地
域
住
民
組
織
の
い
わ
ぽ
典
型
と
し
て
の
町
内
会
・
自
治
会
に
つ
い
て
次
に
見
て
い

く
こ
と
に
し
よ
う
。
戦
前
の
月
島
の
町
内
会
に
つ
い
て
は
、
〈
歴
史
研
究
編
〉
の
中
の
「
『
月
島
調
査
』
の
周
辺
と
そ
の
後
」
に
お
い
て
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
田
中
重
好
に
よ
る
と
、
昭
和
一
五
年
当
時
の
月
島
の
地
域
類
型
は
、
そ
の
入
居
年
代
と
土
地
・
家
屋
の
所
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

形
態
な
ど
に
よ
っ
て
、
町
内
会
組
織
の
性
格
が
現
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
．
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
戦
後
の
町
内
会
の
変
遷
に
つ
い
て
、

主
に
町
会
長
の
交
代
と
い
う
面
か
ら
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
．
表
8
に
示
し
た
の
は
、
月
島
地
区
戦
後
町
会
長
の
変
遷
を
頭
文
字
で

示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
後
の
町
内
会
、
自
治
会
は
昭
和
二
九
年
頃
よ
り
再
組
織
化
さ
れ
て
い
る
．
昭
和
三
四
年
か
ら
は
、
毎
年
町
会

長
の
氏
名
が
わ
か
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
一
人
の
町
会
長
が
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
に
気
が

つ
く
。
例
外
的
に
は
、
月
島
一
の
部
西
町
会
と
同
じ
く
一
の
部
東
町
会
、
そ
れ
に
発
足
は
昭
和
四
七
年
か
ら
で
あ
る
が
、
晴
海
町
会
あ
た

り
が
比
較
的
短
期
交
代
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
と
の
町
内
会
・
自
治
会
で
は
、
二
五
年
問
に
わ
た
っ
て
、
二
人
な
い
し
三
人
の
町

内
会
長
で
現
在
ま
で
至
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
．
し
か
し
、
昭
和
四
七
年
あ
た
り
か
ら
特
に
、
三
～
四
年
前
に
か
け
て
、
ほ
と
ん
ど
ど
の

町
内
会
で
も
会
長
が
交
代
し
て
お
り
、
い
わ
ば
世
代
交
代
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
前
に
も
触
れ

た
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
の
若
年
層
の
流
出
、
高
齢
化
と
の
関
係
も
見
逃
が
せ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
．

　
地
域
集
団
と
し
て
の
町
内
会
・
自
治
会
の
範
囲
は
、
行
政
区
画
と
し
て
の
町
丁
目
よ
り
も
地
域
社
会
関
係
に
お
い
て
は
歴
史
的
生
活
環

境
の
形
成
要
因
と
な
っ
て
い
る
．
最
も
伝
統
的
な
町
内
社
会
関
係
を
持
っ
て
い
る
佃
一
丁
目
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
．
佃
一
丁
目
の
町
内
に
お
い
て
も
、
町
内
会
だ
け
で
は
な
く
て
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
、
青
年
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
防
犯
協
会
・
消
防

団
、
交
通
安
全
協
会
、
同
業
者
組
合
、
神
社
の
氏
子
集
団
、
寺
の
檀
家
集
団
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
集
団
、
職
業
集
団
、
政
治
集
団
、
宗
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表8　月島地区戦後町会長の変遷

　
　
　
（
晴
海
自
治
会
）

晴
　
海
　
団
　
地
　
自
　
治
　
会

GN・
　
　
〃

〃

〕讐噌
〃

〃

‘〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　
　
　
（
晴
海
南
部
町
会
）

晴
　
　
　
海
　
　
　
町
　
　
　
会

MS
O
●
E
部哺

〃

〃

〃

〃

YM・
　
〃

KS
・
　
〃

〃

〃

〃

勝
　
　
　
國
　
　
　
町
　
　
　
会

SM・
　
〃

SM・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

YN
・
　
〃

〃

〃

〃

（
月
島
二
号
地
〔
勝
ど
き
〕
東
町
会
）

勝
　
ど
　
き
　
東
　
町
　
会

SS
OT

OT・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

包ど
〃
勝〔

KT
・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　
　
（
月
島
二
号
地
西
町
会
）

勝
　
ど
　
き
　
西
　
町
　
会

YS
・
　
〃

YS・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

TY●
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

FK●
　
〃

　
　
（
月
島
四
の
部
町
会
）

月
島
四
の
部
自
治
会
SG
・
　
〃

SG
。
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

NK
。
　
〃

躍

〃

〃

〃

〃

〃

躍

〃

〃

〃

YK・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

月
島
四
の
部
西
町
会
OK
・
　
〃

SK
・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

HE
D
　
〃

〃

〃

〃

μ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

月
　
島
　
三
　
の
　
部
　
町
　
会

IS
。
　
〃

TS
MM’
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

IT。
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

SH。
　
〃

〃

〃

〃

月
　
島
　
二
　
の
　
部
　
町
　
会

SK
。
　
μ

SK
・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

μ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

UK
・
　
〃

〃

〃

月
島
　
一
の
部
東
町
会

OJ
。
　
〃

OJ
・
　
〃

〃

TK
KT・
　
〃

〃

HT
・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

K肌師
KM
。
　
〃

〃

〃

〃

TY
9
　
〃

〃

〃

月
島
　
一
　
の
部
西
町
会

KS
・
　
〃

SS
STσ
　
〃

HK o
　
　
〃

〃

〃

SS
・
　
〃

〃

〃

〃

TH
・
　
〃

TM 9
　
〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃

　
　
　
（
新
佃
島
東
町
会
）

佃
　
三
　
丁
　
目
　
町
　
会

AG
・
　
〃

TS
。
　
々

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

TS
。
　
〃

〃

TY
・
　
躍

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　
　
　
（
新
佃
島
西
町
会
）

佃
　
二
　
丁
　
目
　
町
　
会

UM・
　
〃

YM
・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

S収行俄
SN D
　
　
〃

〃

〃

佃
　
　
　
島
　
　
　
町
　
　
　
会

OC
・
　
〃

OC
・
　
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

IE
9
　
〃

厚

〃

〃

〃

〃

〃

μ

〃

FY
・
　
〃

〃

町
会　
　
　
　
年
度
（
昭
和
）
92
03
13
23
33
43
53
63
73
83
93
04
14
24
34
44
54
64
74
84
94
05
15
25
35
45
55
65
75
85
95
資料：『中央区政年鑑』など．
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教
集
団
が
存
在
し
て
い
る
．
し
か
し
、
こ
こ
に
挙
げ
た
多
く
の
団
体
も
、
実
際
の
機
能
と
し
て
は
佃
島
町
会
と
佃
住
吉
講
が
二
分
し
た
形

で
動
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
．
そ
し
て
、
昭
和
五
八
年
八
月
の
大
祭
時
に
お
け
る
聴
き
取
り
調
査
の
際
に
、
こ
の
二
つ
の
地
域
集
団
と
は

別
に
、
い
わ
ゆ
る
佃
島
の
「
名
望
家
」
層
を
中
心
と
し
た
親
睦
集
団
と
し
て
「
青
春
会
」
と
い
う
地
縁
集
団
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。
こ
の
青
春
会
の
会
則
に
は
「
本
会
に
入
会
す
る
に
は
本
会
員
弐
名
以
上
を
以
っ
て
幹
事
に
推
薦
し
、
幹
事
之
を
会
長
に
図
り
会
長
の

承
認
を
得
る
．
」
と
あ
っ
て
、
親
睦
集
団
で
あ
る
と
同
時
に
、
佃
島
の
伝
統
的
地
縁
性
を
重
ん
じ
た
文
化
集
団
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ

る
．
そ
こ
で
、
表
9
に
住
吉
講
、
佃
島
町
会
、
青
春
会
の
役
員
・
役
職
者
が
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
表
し
て
み
た
わ
け

で
あ
る
．
表
9
に
示
し
た
一
八
人
の
役
員
、
役
職
経
験
の
集
中
は
、
特
に
住
吉
講
と
佃
島
町
会
で
重
複
・
集
中
が
顕
著
で
あ
る
．
大
雑
把

に
こ
の
三
つ
の
地
域
集
団
か
ら
リ
ー
ダ
ー
層
を
分
類
し
て
み
る
と
、
ま
ず
Y
・
F
、
T
・
K
両
者
は
、
三
つ
の
集
団
と
も
に
ト
ッ
プ
層
を

形
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。
次
に
M
・
0
か
ら
S
・
1
ま
で
の
七
人
は
、
現
在
の
地
域
集
団
の
中
堅
リ
ー
ダ
i
層
で
あ
る
と
同
時
に
、
特

に
、
S
・
0
、
T
・
Y
、
S
・
1
な
ど
は
今
後
ト
ッ
プ
層
の
交
代
も
あ
り
得
る
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
．
そ
れ
に
対
し
て
、
K
・
T

インナーシティ問題と歴史的生活境境

表9　佃1丁目地域集団の役員・役職者

　　　　　　　　　　（昭和58年6月現在）

氏名
1住吉講

佃島町会 青春会

Y．F ◎ ◎ ☆

T．K △ △ ◎

M，O △ △

H．N △ ○

S．0 O ○ ○

S．T ○ ○

T．Y O ○ ○

T．K ○ ○

S．1 ○ ○ ○

K．T O ☆

E．1 ☆ ☆

T．1 ☆ ☆

S．0 ☆ ☆

T．Y ☆ ☆

M．Y
1，

”

○ ○

T．1 O ○ ○

T．S o ☆

Y．O
ρ，

△

☆　顧問・相談役・名誉会長

◎　会長・講元

△　副会長・副講元

○　理事・役員
・
一
　 会員・講員

役員 会員

住吉講
佃島町会

青春会

26人

34人

14人

368人
304世帯

43入
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か
ら
T
・
Y
ま
で
の
五
人
は
、
い
わ
ば
第
一
線
を
退
い
た
顧
問
・
相
談
役
の
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
．
M
・
Y
か
ら
Y
・
O
ま
で
の
四

人
の
う
ち
、
T
・
1
を
除
く
三
人
は
、
三
つ
の
集
団
の
役
職
が
い
く
ら
か
ず
れ
て
い
て
他
の
人
々
と
異
な
っ
て
い
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
M

・
Y
は
町
会
と
青
春
会
で
は
中
堅
リ
ー
ダ
ー
で
は
あ
る
が
住
吉
講
で
は
役
職
に
つ
い
て
い
な
い
。
こ
の
タ
イ
プ
の
も
っ
と
典
型
が
Y
・
O

で
あ
っ
て
、
青
春
会
と
い
う
「
名
望
家
」
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
は
あ
る
が
町
会
や
住
吉
講
の
よ
う
な
目
立
つ
と
こ
ろ
で
は
役
職
を
持
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
T
・
S
は
逆
に
佃
島
町
会
で
は
、
あ
る
程
度
の
信
望
を
集
め
、
町
会
長
候
補
に
も
な
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
他

の
集
団
で
は
役
職
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
に
、
地
域
集
団
と
地
域
社
会
関
係
を
役
職
老
や
リ
ー
ダ
ー
層
か
ら
見
て
い
く

と
、
あ
る
意
味
で
は
、
伝
統
と
変
化
を
支
え
て
い
る
地
域
住
民
の
生
活
構
造
が
現
れ
て
く
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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五
、
佃
・
月
島
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー

　
東
京
都
中
央
区
佃
・
月
島
地
区
と
い
う
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
で
の
下
町
的
な
祭
礼
集
団
、
地
域
集
団
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
今

ま
で
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
間
題
に
対
し
て
も
う
一
度
、
生
活
環
境
や
生
活
意
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
観
点
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

ら
検
討
し
て
み
た
い
．
こ
こ
で
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
用
語
を
使
用
し
て
み
た
の
は
、
『
祭
の
文
化
』
な

ど
の
都
市
祭
礼
研
究
で
知
ら
れ
る
松
平
誠
を
研
究
指
導
者
と
し
た
環
境
文
化
研
究
所
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
に
よ
る
地
区
の
再

生
－
都
心
住
宅
地
旧
品
川
宿
地
区
に
み
ら
れ
る
歴
史
的
生
活
環
境
を
現
代
都
市
計
画
に
応
用
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
』
（
一
九
八
四
年
）
の

中
で
の
対
象
地
域
や
概
念
の
提
案
、
政
策
提
言
な
ど
が
月
島
地
域
の
場
合
に
も
か
な
り
当
て
は
ま
り
そ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
環
撹
文
化
研
究
所
の
大
坂
彰
に
よ
る
と
、
「
こ
こ
で
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
的
に
「
ま
ち
」
あ
る
い

は
「
ま
ち
う
ち
（
町
内
）
」
と
よ
ぶ
と
こ
ろ
の
意
味
内
容
を
発
展
さ
せ
た
理
論
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
「
ま
ち
う
ち
」
と
は
、
空
間
的
な
領
域
た

と
え
ば
町
域
、
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
た
と
え
ば
町
内
会
、
と
の
二
つ
を
ひ
っ
く
る
め
て
指
し
示
し
て
い
る
．
だ
か
ら
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
テ

リ
ト
リ
ー
は
、
環
境
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
を
包
括
す
る
も
の
で
、
環
境
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
基



インナーシティ問題と歴史的生活環境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

づ
く
理
論
で
あ
る
．
こ
の
理
論
に
よ
っ
て
こ
そ
日
本
の
町
や
町
の
集
合
と
し
て
の
都
市
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ

て
い
る
．
そ
し
て
、
大
都
市
内
部
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
の
た
だ
中
で
の
都
心
住
宅
地
の
課
題
に
対
し
て
、
こ
の
研
究
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
と
い
う
新
し
い
概
念
に
よ
っ
て
、
生
活
環
境
の
再
生
、
活
性
化
の
た
め
の
方
法
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
こ
れ
ま
で
の
近
代
的
な
都
市
計
画
や
再
開
発
で
は
、
現
代
都
市
の
機
能
的
な
要
請
か
ら
く
る
圧
力
と
日
本
的
な
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
感

情
と
の
衝
突
が
つ
ね
に
あ
っ
た
。
こ
の
対
立
の
原
因
は
、
日
本
的
な
町
の
仕
組
が
都
市
政
策
・
計
画
の
な
か
で
無
視
さ
れ
続
け
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
日
本
的
な
共
に
住
む
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
町
の
仕
組
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
と
呼
ぶ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト

リ
ー
は
、
た
と
え
ば
、
祭
の
と
き
の
連
帯
感
、
地
域
集
団
へ
の
帰
属
意
識
，
役
割
意
識
な
ど
か
ら
な
り
た
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
感
情
が
、
空

間
的
な
領
域
に
、
い
わ
ば
「
ま
ち
う
ち
」
の
よ
う
に
、
投
影
さ
れ
た
も
の
を
指
す
．
日
本
の
町
の
基
本
原
理
と
も
い
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

テ
リ
ト
リ
ー
に
は
、
地
区
計
画
に
求
め
ら
れ
て
い
る
生
活
環
境
と
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
、
つ
ま
り
住
民
主
体
に
よ
る
町
づ
く
り
の
契

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

機
が
含
ま
れ
て
い
る
。
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
な
町
の
仕
組
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
概
念
に
つ
い
て
、
旧
品
川
宿
地
域
（
現
在
の
東
京
都
品
川
区
北
品
川
町
、

南
品
川
町
、
東
品
川
町
）
を
調
査
対
象
地
域
と
し
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
形
成
と
変
容
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
現

状
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
に
よ
る
地
区
計
画
の
た
め
の
課
題
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
回
復
と
地
区
計
画
へ
の
指
針
」

な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
概
念
と
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。

A
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
に
よ
る
生
活
環
境
の
共
有

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
々
が
、
共
通
し
て
あ
る
一
定
の
空
間
領
域
を
共
有
し
て
い
る
と
意
識
あ
る
い
は
イ
メ
ー

　
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
成
立
す
る
．
）

B
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
に
お
け
る
単
位
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
町
内
と
い
う
基
本
的
な
単
位
か
ら
、
そ
の
集
ま
り
に
よ
っ
て
な
り
た
つ
町
全
体
ま
で
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
i
的
な
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構
成
と
な
っ
て
い
る
。
旧
品
川
宿
の
例
で
い
え
ば
，
町
内
の
町
内
会
と
氏
子
集
団
と
は
ほ
ぽ
同
一
集
団
で
、
品
川
神
社
を
中
心
と
し
た
北
品
川
の

　
　
　
氏
子
の
連
合
と
、
荏
原
神
社
を
中
心
と
し
た
南
品
川
の
氏
子
の
連
合
と
の
、
大
き
な
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
）
。

　
　
q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
に
も
と
づ
く
都
市
の
形
態

　
　
　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
歴
史
的
な
都
市
形
成
過
程
の
な
か
で
生
れ
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
都
市
の
形
態
と
深
い
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
）

　
　
D
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ

　
　
　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
地
域
社
会
や
生
活
環
境
が
、
時
代
の
要
請
を
う
け
て
．
変
化
す
る
の
に
伴
っ
て
、
つ
ね
に
み
ず
か
ら
が
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

　
　
　
し
て
対
応
す
る
能
力
、
い
わ
ば
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
い
る
。
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
と
い
う
概
念
と
そ
の
応
用
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
．
本
論
に
も
ど
っ
て

佃
・
月
島
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
図
n
に
示
し
た
の
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
「
大
都
市
の
イ
ン
ナ
ー

シ
テ
ィ
間
題
」
、
「
東
京
都
心
・
下
町
地
区
の
変
化
」
、
「
地
域
集
団
と
祭
礼
集
団
の
内
部
構
成
」
、
「
文
化
集
団
と
地
域
社
会
関
係
」
な
ど
の

図”　佃・月島のコミュニティテリトリー概念図

お
も

諸
点
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
概
念
図
は
、
町
内
と
い
う
単
位
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
基
礎
に
し
て
、
生
活
環
境

の
共
有
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
都
市
の
形
態
ま
で
も
含
め
て
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
、
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
セ
ス

ま
た
変
容
さ
れ
て
い
く
過
程
を
念
頭
に
置
い
て
描
か
れ
て
い
る
．
ま
ず
、
佃
一
丁
目

の
祭
礼
集
団
「
住
吉
講
」
の
内
部
構
成
は
町
組
（
一
部
．
二
部
、
三
部
）
と
年
齢
組

へ
世
話
人
、
大
若
衆
、
若
衆
）
を
骨
格
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
核
に
は
、
例
え
ば
「
青

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
う

春
会
」
の
よ
う
な
文
化
集
団
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
テ
リ

ト
リ
ー
と
い
う
意
味
で
は
、
町
組
の
上
に
佃
一
丁
目
の
行
政
区
画
が
存
在
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
集
団
に
と
も
な
う
生
活
環
境
の
共
有
に
よ

っ
て
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
概
念
図
が
描
け
る
わ
け
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
前
半
で
展
開
し
て
き
た
都
心
部
・
下
町
地
区
の
変
化
や
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
エ
リ
ア
も
こ
う
し
た
概
念
図
の
中
に
組
み
込
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六
、
結
語
－
都
市
の
歴
史
的
生
活
環
境
1

インナーシティ問題と歴史的生活環境

　
現
代
大
都
市
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
東
京
都
中
央
区
佃
・
月
島
地
区
の
祭
礼
集
団
を
通
し
た
内
部
構
成
の
変

化
に
つ
い
て
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
や
歴
史
的
生
活
環
境
の
視
点
か
ら
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
に
対

し
て
い
く
つ
か
の
提
言
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
1
、
東
京
の
都
心
・
下
町
地
区
の
変
化
か
ら
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
地
域
集
団
や
地
域
社
会
関
係
に
ま
で

及
ん
で
い
る
。
東
京
区
部
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
的
状
況
、
特
に
地
域
社
会
の
衰
微
、
市
街
地
環
境
の
衰
微
な
ど
は
、
荒
川
・
台
東
・
墨
田

区
な
ど
の
都
心
周
辺
高
密
市
街
地
と
似
た
下
町
地
区
と
し
て
の
中
央
区
佃
・
月
島
に
も
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
．
特
に
高
齢
化
や
若
年

層
の
転
出
、
家
屋
の
老
朽
化
な
ど
は
、
伝
統
的
な
下
町
地
域
と
し
て
の
地
域
集
団
や
地
域
社
会
関
係
に
も
微
妙
な
影
を
投
げ
か
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
2
、
し
か
し
、
佃
一
丁
目
の
祭
礼
集
団
を
例
に
と
る
と
、
地
縁
、
血
縁
、
職
縁
な
ど
の
「
選
び
直
し
」
の
中
で
、
伝
統
と
変
化
を
支
え

て
い
る
町
内
社
会
の
し
く
み
が
見
え
て
く
る
．
上
野
千
鶴
子
は
「
祭
り
と
共
同
体
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
社
会
的
紐
帯
と
し
て
「
選

べ
る
関
係
」
と
「
選
べ
な
い
関
係
」
の
概
念
セ
ッ
ト
を
用
い
て
．
「
祭
り
を
、
集
団
帰
属
の
選
択
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
獲
得
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

い
う
観
点
か
ら
再
び
定
義
し
直
せ
ば
、
祭
り
と
は
、
「
選
べ
な
い
関
係
」
を
「
選
べ
る
関
係
」
　
へ
と
鋳
直
す
契
機
で
あ
る
と
言
え
る
。
」
と

述
べ
て
い
る
．
つ
ま
り
、
血
縁
・
地
縁
と
い
う
「
選
べ
な
い
関
係
」
か
ら
、
社
縁
（
結
社
縁
ま
た
は
機
能
縁
）
さ
ら
に
選
択
縁
（
ま
た
は
象

徴
媒
介
縁
・
情
報
縁
）
へ
と
都
市
と
近
代
の
中
で
社
会
関
係
が
変
化
し
て
ぎ
た
中
で
、
地
縁
の
祭
り
は
、
「
祭
り
の
中
で
自
ら
を
選
択
縁
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
遷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
の
み
、
共
同
性
の
聖
化
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
わ
け
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
地
縁
の
選
び
直
し
は
、
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三
年
に
一
度
の
大
祭
、
町
組
と
年
齢
組
に
ょ
る
祭
礼
行
事
の
運
営
な
ど
に
よ
っ
て
、
伝
統
を
維
持
し
て
い
く
一
方
で
、
変
化
に
対
し
て
も

対
応
で
き
る
町
内
社
会
の
し
く
み
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
3
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
に
対
す
る
都
市
再
生
の
条
件
の
一
つ
は
、
歴
史
的
生
活
環
境
を
共
有
し
、
伝
統
を
保
持
し
な
が
ら
変
化
に

対
応
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
！
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ナ
！
シ
テ
ィ
問
題
は
、
決
し
て
現

在
、
急
激
に
起
こ
っ
て
き
た
都
市
間
題
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
、
都
市
の
形
成
と
大
都
市
圏
の
生
活
環
境
の
歴
史
的
変
化
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
で
起
こ
っ
て
き
た
地
域
生
活
構
造
の
変
動
と
関
連
し
て
い
る
．
月
島
地
域
の
場
合
で
も
、
漁
師
町
と
人
足
寄
場
の
佃
島
．
石

川
島
か
ら
、
埋
立
て
に
よ
る
月
島
一
号
地
・
二
号
地
の
「
保
養
地
」
、
「
別
荘
地
」
と
し
て
の
生
活
環
境
へ
、
そ
し
て
、
大
正
初
期
の
近
代

的
労
働
者
街
の
形
成
、
熟
練
職
工
と
渡
り
職
人
の
つ
く
る
下
町
的
性
格
、
そ
し
て
大
規
模
工
場
の
転
出
と
高
齢
化
、
若
年
層
の
転
出
、
都

心
業
務
地
区
の
進
出
、
高
層
集
合
住
宅
な
ど
に
よ
る
再
開
発
へ
と
生
活
環
境
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
貌
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
．
そ
の
意
味

で
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
柔
軟
性
（
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
）
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
る
．

　
4
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
の
中
核
と
な
る
よ
う
な
地
域
集
団
と
地
域
社
会
関
係
の
あ
り
方
は
、
現
代
大
都
市
の
抱
え
て
い
る
都

市
間
題
と
都
市
の
歴
史
性
の
両
面
を
表
す
こ
と
に
な
る
。
地
域
集
団
や
地
域
社
会
関
係
は
、
居
住
歴
や
居
住
形
態
と
関
連
し
な
が
ら
、
都

市
内
部
の
社
会
構
成
を
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
が
．
居
住
者
の
み
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
出
身
者
、
親
族
関
係
や
友

人
関
係
に
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
る
．
ま
た
、
祭
礼
や
「
盛
り
場
」
空
間
な
ど
に
お
い
て
は
、
そ
こ
へ
訪
れ
る
人
た
ち
も
、

あ
る
種
の
地
域
社
会
関
係
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
都
市
の
歴
史
的
生
活
環
境
を
考
え
て
い
く
と
、
現
代
大
都
市
の
光
と
影
の
両
面
に
通
じ
て
く
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
（
1
）
　
英
国
環
境
省
編
「
英
国
に
お
け
る
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
政
策
」
（
邦
訳
）
『
自
治
研
究
』
第
五
四
巻
八
号
、
一
九
七
八
年
八
月
．
七
二
－
五
頁
．
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（
2
）
　
主
な
文
献
と
し
て
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
・
吉
岡
健
次
・
山
崎
春
成
編
『
現
代
大
都
市
の
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
。

　
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
・
吉
岡
健
次
・
崎
山
耕
作
編
『
大
都
市
の
衰
退
と
再
生
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
．
大
阪
市
政
調
査
会
編

　
『
現
代
の
大
都
市
問
題
と
都
市
政
策
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
．
籠
山
京
編
『
大
都
市
に
お
け
る
人
間
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一

　
年
。
成
田
孝
三
「
わ
が
国
大
都
市
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
と
都
市
政
策
」
『
季
刊
経
済
研
究
』
（
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
）
第
一
巻
三
・
四
号
、
一

　
九
七
九
年
。
＝
巴
一
一
ア
（
a
巴
『
詳
』
§
ミ
9
＆
蛙
9
§
蔑
（
田
。
ぎ
①
窮
即
目
国
身
舞
ぎ
猛
一
切
8
貸
お
o
。
一
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
　
川
合
隆
男
「
大
都
市
構
造
の
変
化
と
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
」
『
慶
鷹
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
法
学
部
政
治
学
関
係
』
所
収
、

　
一
九
八
三
年
、
一
〇
一
ー
一
四
六
頁
。

（
4
）
　
同
右
、
前
掲
、
二
二
九
頁
。

（
5
）
　
共
同
研
究
と
し
て
研
究
課
題
「
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
構
造
の
変
化
」
の
も
と
に
昭
和
五
五
年
度
、
五
六
年
度
の
文
部
省
科

学
研
究
費
に
よ
る
補
助
金
総
合
研
究
㈹
（
課
題
番
号
五
三
一
〇
二
二
・
研
究
代
表
者
川
合
隆
男
）
を
受
け
て
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
中
間
的
な

　
研
究
報
告
の
一
部
と
し
て
地
域
生
活
研
究
会
編
『
大
都
市
に
お
け
る
社
会
移
動
と
地
域
生
活
の
変
化
』
（
歴
史
研
究
編
）
、
（
社
会
調
査
編
）
の
二
報

　
告
書
が
あ
る
（
一
九
八
二
年
三
月
）
。
歴
史
研
究
編
に
は
、
次
の
五
つ
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
川
合
隆
男
「
社
会
調
査
方
法
史
に
つ
い
て
ー
近

代
日
本
に
お
け
る
調
査
方
法
の
模
索
と
「
月
島
調
査
」
ー
」
『
法
学
研
究
』
第
五
三
巻
九
号
、
一
九
八
○
年
九
月
。
中
川
清
「
資
料
紹
介
・
内
務
省

　
『
山
梨
県
に
於
け
る
農
村
保
健
衛
生
調
査
報
告
』
（
大
正
七
年
六
月
刊
行
）
」
『
新
潟
大
学
商
学
論
集
』
第
一
四
号
、
一
九
八
噌
年
三
月
．
川
合
隆
男

　
「
「
月
島
調
査
」
再
考
察
e
⇔
ー
わ
が
国
近
代
都
市
労
働
者
生
活
の
形
成
と
「
月
島
調
査
」
ー
」
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
八
号
・
九
号
、
一
九
八
一

年
八
月
・
九
月
。
原
田
勝
弘
・
松
井
清
・
柄
澤
行
雄
「
戦
前
期
の
東
京
「
月
島
地
域
」
に
お
け
る
産
業
構
成
の
変
遷
と
そ
の
特
質
」
『
明
治
学
院
大

学
論
叢
　
社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
』
第
五
七
号
、
　
一
九
八
一
年
四
月
．
霜
野
寿
亮
・
佐
藤
茂
子
・
田
中
重
好
・
有
末
賢
「
「
月
島
調
査
」
の
周

　
辺
と
そ
の
後
」
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
八
号
、
一
九
八
一
年
八
月
．

（
6
）
　
成
田
孝
三
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
都
市
再
生
の
動
向
と
問
題
点
f
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
ー
」
大
阪
市
立
大
学
経
済
研

究
所
・
吉
岡
健
次
・
崎
山
耕
作
編
『
大
都
市
の
衰
退
と
再
生
』
所
収
、
前
掲
書
、
≡
三
二
－
二
六
二
頁
．
参
照
。
他
に
、
の
ひ
轟
ヨ
”
P
冒
＞
』
民

　
o
夢
。
笏
．
o
o
健
馨
遠
⑦
妥
§
§
＞
ミ
Q
ま
ミ
ぎ
＆
笥
ミ
軌
言
§
＆
帆
§
吻
』
ミ
き
N
＆
簿
恥
餌
蓉
ミ
帖
ミ
き
、
言
§
静
Q
』
。
。
。
。
。
無
§
帖
§
く
o
一
●
畠
・
乞
ρ
合
0
9
。
ぎ
円

　一

〇
お
・
望
げ
目
｝
零
零
き
α
2
緯
げ
卑
P
即
。
ア
却
蔑
肺
匙
蔚
帖
ε
』
馨
ミ
帖
S
．
。
。
9
職
塁
、
≧
竃
喚
ま
。
き
。
＆
笥
豊
ミ
。
。
。
§
ミ
9
蕊
b
画
。
。
℃
胸
§
恥
§
§
軸
（
の
蜜
ざ

ご
a
＜
。
邑
蔓
亀
乞
霜
鴫
。
蒔
ギ
。
聲
乞
●
属
」
O
o。
o

。
）
O
E
C
D
編
（
沢
本
守
幸
監
訳
）
『
都
市
そ
の
再
生
の
条
件
ー
都
市
の
成
長
と
衰
退
ー
』
ぎ
ょ

う
せ
い
、
｝
九
八
四
年
、
な
ど
も
参
照
．
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（
7
）
　
川
合
隆
男
「
大
都
市
構
造
の
変
化
と
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
」
前
掲
書
、
一
二
〇
ー
一
頁
に
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
か
ら
五
年

ご
と
の
旧
区
部
、
新
区
部
、
市
部
、
東
京
都
総
数
の
人
口
増
減
率
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
．

（
8
）
中
林
一
樹
「
大
都
市
の
内
部
市
街
地
に
関
す
る
研
究
ω
1
東
京
の
都
心
周
辺
高
密
市
街
地
の
現
状
に
関
す
る
資
料
ー
」
『
総
合
都
市
研
究
』
（
東

京
都
立
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
一
九
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
、
一
一
三
ー
二
一
三
頁
。

（
9
）
　
同
右
、
前
掲
、
一
二
六
頁
。

（
1
0
）
　
同
右
、
前
掲
、
一
二
六
頁
。

（
1
1
）
　
拙
稿
「
都
市
祭
礼
の
重
層
的
構
造
ー
佃
・
月
島
の
祭
祀
組
織
の
事
例
研
究
1
」
『
社
会
学
評
論
』
二
一
三
号
（
第
三
三
巻
第
四
号
）
一
九
八
三

年
三
月
、
三
七
ー
六
二
頁
。

（
聡
）
　
田
中
重
好
「
月
島
の
地
域
構
成
と
町
内
会
」
霜
野
寿
亮
他
「
「
月
島
調
査
」
の
周
辺
と
そ
の
後
」
前
掲
、
七
三
－
九
〇
頁
、
参
照
。

（
1
3
）
　
松
平
誠
『
祭
の
文
化
ー
都
市
が
つ
く
る
生
活
文
化
の
か
た
ち
ー
』
有
斐
閣
選
書
、
一
九
八
三
年
。

（
1
4
）
　
；
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
テ
リ
ト
リ
：
に
よ
る
地
区
の
再
生
ー
都
心
住
宅
地
旧
品
川
宿
地
区
に
み
ら
れ
る
歴
史
的
生
活
環
境
を
現
代
都
市
計
画
に
応
用

す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
』
環
境
文
化
研
究
所
発
行
、
一
九
八
四
年
、
一
頁
．

（
1
5
）
　
同
右
、
前
掲
，
二
二
－
四
頁
。

（
1
6
）
　
同
右
、
前
掲
．
剛
五
ー
七
頁
。

（
1
7
）
　
上
野
千
鶴
子
「
祭
り
と
共
同
体
」
井
上
俊
編
『
地
域
文
化
の
社
会
学
』
所
収
、
世
界
思
想
社
、
一
九
八
四
年
、
五
五
頁
。

（
1
8
）
　
同
右
、
前
掲
書
、
七
七
頁
。
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追
　
　
記

　
本
稿
は
、
昭
租
五
九
年
度
慶
慮
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
補
助
（
各
個
研
究
B
）
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
尚
、
昭
和
五
八
年
八
月
の
佃
住

吉
講
講
員
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
住
吉
講
講
元
・
藤
間
陽
一
郎
氏
、
総
務
・
吉
岡
利
光
氏
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
調
査

票
回
収
に
あ
た
っ
て
は
、
慶
悪
義
塾
大
学
法
学
部
学
生
湯
浅
善
衛
君
ら
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。


